
AIによって、ビジネス
の進め方は変わるの 
でしょうか？
AI（人工知能）は、ICT（情報通信技術）業界の成長における最も重要な原
動力の1つです。ICTが現在、世界で最も急速な成長軌道をたどっているこ
とを考えると、これは決して小さなことではありません。産業の成長に与え
るAIの影響は、幅広い用途においてAIの需要が高まっていることからも明
らかです。しかし、その影響はそれだけにとどまらず、多くの企業や分野で
AIの活用による売上や需要の増加が見られます。
 
コンピューティングラボ以外の場所でも、AIの影響が感じられる分野が広がっており、AIの影響
が最も強く現れる分野を詳しく調べてみましょう。AIは、どのような方法で、エレクトロニクス
やICT業界の急速な成長を牽引しているのでしょうか？AIは製造工程をどのように強化している
のでしょうか？AIの台頭はどのようなリスクと課題をもたらすのでしょうか？また、AIは地政学
や国際貿易関係などの要因に対してどの程度脆弱なのでしょうか？

世界の生産高成長率、ITプログラミング、コンサルタント、情報サービス
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AI、そしてGenAIとは何でしょうか？なぜ今、取締役会の議
題に取り上げられているのでしょうか？�  

AIとは何かをしっかり理解することから始めるのは、当然の
ことです。AIとは、Artificial Intelligence（人工知能）の頭文字
をとったもので、これまで人間にしかできなかった認知行動
をコンピューターが実行する能力のことです。たとえば、従
来は医師がスキャン画像を読み取っていた診断用途でAIが使
用されるケースが増えています。現在、AIアプリケーション
は、医師が探している疾患の徴候を「学習」させることがで
き、人間では不可能なスピードで徴候を識別することができ
ます。�  

専門用途向けのコンピューターチップの開発において、AIはど
の程度重要でしょうか？�  

ICT産業とAIは密接につながっています。これは、特殊な半導
体の設計と製造において特に顕著です。AIの生成機能が成長
するにつれて、AIのより大きなコンピューティング能力のニー
ズをサポートするために、より高速で効率的なコンピューター
チップの必要性も高まります。ハイエンドの処理チップは急速
な改良が進んでおり、コンピューティング能力と処理能力も大
幅に進化しています。そのため、半導体を含む電子部品と基板
は、今後数年間で最も急成長する分野の1つになると予想され
ています。�  

 

こうしたAIチップを最も素早く、効率的に開発する方法とは？
GoogleやNvidiaをはじめとするビッグテック企業は、その答え
は人工知能の活用そのものにあると言います。Nvidiaの「スー
パーチップ」であるH100と最近のアップグレード版である
H200は、コンピューティング製品の性能を加速し、生成AIの
要求をサポートする能力が求められています。�  

 

さらに、コンピューター企業が独自のAIチップを製造するケー
スも増えています。Google DeepMindでは、特殊な半導体の設
計にAIを使用しています。特に、人間のエンジニアが1件の設
計に数週間要するのに対し、AIは1週間で数千件もの設計を処
理できるので、AIがもたらす効率化についても指摘されていま
す。Amazon、Baidu、Meta、IBM、Huawei、Teslaなどの企業も
独自のAIチップの製造を報告しています。

ボタンをクリックするだけでこのような変革
が可能なので、世界中の企業がAIの可能性を
模索しています。
Kyle Kong

最も急成長する産業分野に電子部品と基板が入る 
（2022年-2035年）
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GenAIとは、Generative Artificial Intelligence（生成人工知能）
のことで、テキスト、画像、音声、コード、動画など、新し
い形の創造的なコンテンツを生成する、あらゆるAIが含まれ
ます。ChatGPT、Bard（テキスト）、DALL-E（画像）は、どれ
もGenAIの一例です。�  

 

医療現場でスキャン画像を読み取るのと同じように、AIは
ビジネス用途でも活用できます。これは、効率的なサプライ
チェーンの追跡と設計から、膨大な量のデータの分析、さら
にはビジネストレンドの予測まで多岐にわたります。ボタン
をクリックするだけでこのような変革が可能なので、世界中
の企業がAIが自社の業務にもたらす可能性を模索しているの
も不思議ではありません。
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サーバー、サーバースペース、クラウドソリューションを販
売する企業にとって、AIが重要な理由とは？�  
消費者製品の需要増、作業慣行の変化、クラウドベースのテ
クノロジーやその他のAIアプリケーションの進化により、クラ
ウドサービス、データセンター、強力なサーバーへの需要が
爆発的に高まっています。ネットワーク障害が発生した場合
に備えて、セキュリティと事業継続性を確保するため、専用
のサーバー、高性能コンピューティングハードウェア、プラ
イベートクラウドサービスを求める企業が増えたことで、こ
の状況にさらに拍車がかかっています。マッキンゼーによる
と、米国におけるデータセンターの電力消費量は、2022年の
17GW（ギガワット）から2030年には35GWに達すると予想さ
れています。�  
 
AIは、エレクトロニクスメーカーをどのようにサポートする
のでしょうか？�  
製造工程を強化するためのAIの活用が進んでいます。製品設
計の最適化と業務の効率化を実現するため、製品ライフサイ
クル管理システムとAIの統合が進みつつあります。AIアルゴリ
ズムは、膨大な量のデータを素早く分析し、スキルギャップ
の特定やメンテナンスの必要性の予測など、設計改善の領域
やその他の生産性問題を指摘します。�  
 
製造工場のAI接続センサーは、IoTシステムの一部として使用
できるので、材料の識別や追跡から、温度や湿度などの環境
条件、生産スケジュール管理まで、あらゆるデータをリアル
タイムで収集することができます。AIシステムは、収集した
データを使って、問題の予測や改善点の特定を行います。�  
 
国際関係、国際貿易、地政学におけるAIの役割とは？�  
最先端半導体はAIの開発と運用に不可欠であり、貿易や国際
関係に関する話題の中心となっています。米国のジョー・バ
イデン大統領は、中国への先端半導体チップの輸出を規制す
る法令は「中国におけるAIを使った高度な軍事システムの開
発を阻止するため」と明言しています。中国はこれに反論し、
米国は貿易を政治に利用し、世界のサプライチェーンを不安
定にしていると批判しています。�  
 
これは、新たな米中貿易摩擦の要因と見ることもできますが、
この分野にリスクをもたらす可能性もあります。日本とオラ
ンダでも現在、中国市場へのチップ供給を制限する輸出規制
が実施されています。半導体チップはコンピューターや電子
機器に不可欠な部品であるため、貿易の流れの長期化またはさ
らなる歪みは情報分野の成長を妨げる可能性があります。中国
海関総署が発表した最新のデータによると、輸出禁止措置が
実施される前に半導体製造装置を備蓄していたため、中国の
半導体製造装置の輸入量は記録的なレベルに達したようです。

エッジコンピューティ
ングソリューションは、
AIの利用拡大とともに
成長すると思われます。

Kyle Kong

エッジコンピューティングとは何か、そしてAIとビジネスに
とって今後どの程度重要になるのでしょうか？�  
エッジコンピューティングとは、データをデータセンターに
送信して処理するのではなく、データが生成される現場、あ
るいはその近くでデータを保存し、計算することを指します。
これは、速度が問題となるリアルタイムアプリケーションに
影響を与える帯域幅の問題に対する解答として開発されたも
のです。AIの使用が増加するにつれて、大量のデータの生成
も増加し、帯域幅がデータ量に対して困難になり始めると、
ネットワークが中断されるリスクが生じます。�  
 
たとえば、あるメーカーはAIとIoT（モノのインターネット）
を併用することで、機器の性能をリアルタイムで監視し、問
題を検出してメンテナンスの必要性を予測し、ダウンタイム
を削減して生産性を向上させたいと考えるかもしれません。
メーカーは、遅延の問題やネットワークの制限を最小限に抑
えるため、エッジシステムでの運用を選択するかもしれま�
せん。�  
 
今後、AIの利用が増えるにつれ、エッジコンピューティングソ
リューションの導入も拡大し、適時の意思決定をさらにサポー
トすることになると考えられます。�  
 
AIは、現在の家電製品の機能性（潜在的なセールスポイント）
をどのように高めているのでしょうか？�  
AIは、スマートテレビやスマートフォンからGPSマップ、バー
チャルアシスタント、さらにはリアルタイムの言語翻訳機ま
で、さまざまな家電製品やアプリケーションに搭載されてい
ます。AIは、すでに過密気味で、競争の激しい市場で差別化
要因として採用されることがあります。�  
 
最新のSamsung Galaxyのスマートフォンには、画質を向上
させるために撮影時間を短縮するAI搭載カメラが搭載されて
います。ロボット掃除機と自動芝刈り機には、障害物の認
識や走行ルートの設定のサポートにAIが導入されています。
Amazon Alexa、Google Home、AppleのSiriなどのバーチャルア
シスタントは、GenAIと自然言語処理を使用して人間の会話に
同調し、言語による合図に応答します。�   
 
AIは、消費者体験の向上を目的に使用されるケースが多く、
最新テクノロジーは、視覚障害者が「見えるようになる」ス
マートグラスや自動運転車両などの製品に及んでいます。
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AIアルゴリズムは、膨大な量のデータ
を素早く分析し、設計改善が必要な領
域を指摘できます。
Kyle Kong

この法案に対して、業界は慎重な姿勢で対応しています。EU
圏外の企業はEUで事業を行う価値を検討する必要がある上、
規制遵守が複雑すぎる、あるいはコストがかかりすぎると判
断した場合は、EU市場からの撤退も視野に入れなければな
りません。業界団体デジタルヨーロッパを含む他の評論家は、
AIエンジニアではなく弁護士に資金が費やされることによる
コンプライアンスのコストについて懸念を表明しています。�  
 
潜在的なセキュリティやコンプライアンスのリスク以外にも、
AIの台頭は、特にコスト面で企業にさらなるリスクをもたら
す恐れがあります。AIシステムは複雑であり、その開発、保
守、運用にはスキルとリソースが必要になります。製造工程
を強化するためにAIを使用するにはコストがかかります。さ
らに、AIへの依存度が高い企業の場合、アルゴリズムによる
バイアスのリスクにさらされる可能性も否定できません。機
械学習のトレーニングデータに偏りがあると、品質管理など
の分野で、欠陥や汚染物質などのデータが欠落し、正確な結
果が得られない可能性があります。

AIの成長によってもたらされるリスクと潜在的な課題とは？�  
米国を拠点とする非営利団体のCAIS（Center for AI Safety）で
は、潜在的なAIのリスクを、悪意のある利用、AI開発や導入
に関する制御不能な競争、組織のAIによって引き起こされる
壊滅的な事故などの組織的リスク、本来の目的から逸脱した
不正なAIの4つに分類しています。�   
 
世界初のAIを規制する法律は、EUで施行される可能性が高
まっています。特定のアプリケーションを禁止する法案を含
め、暫定的な合意に達しており、2024年には、欧州議会で人
工知能法について採決を行う予定です。さらに、中国、米国、
英国でも、独自のAI規制の整備を進めています。2023年、約
30か国が人工知能がもたらす機会とリスクに関する共通理解
を確立するため、ブレッチリー宣言に署名を行いました。�  

エレクトロニクス/ICT貿易分野のスペシャリス 
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